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香北小学校日誌には、開拓義勇軍の打
ち合わせに校長が出席したことが書かれて
います。

泉国民学校から入隊した少年達

　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）、
中
国
東
北

部
に
「
満
州
国
」
が
建
設
さ
れ
る
と
、
国

の
政
策
に
よ
り
集
団
移
民
が
推
進
さ
れ
、

多
く
の
人
々
が
大
陸
に
渡
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
人
々
を
一
般
に
「
満
蒙
開
拓
団
」

と
言
い
ま
す
。
満
蒙
開
拓
団
は
、
昭
和
一

二
年
（
一
九
三
七
）
に
日
中
戦
争
が
始
ま

り
、
多
く
の
壮
年
が
兵
士
と
し
て
招
集
さ

れ
る
と
、
や
が
て
兵
役
に
か
か
ら
な
い
青

少
年
が
対
象
と
な
り
、
数
え
年
一
六
〜
一

九
歳
の
青
少
年
で
構
成
さ
れ
る
「
満
蒙
開

拓
青
少
年
義
勇
軍
」
の
募
集
を
始
め
ま
し

た
。
学
校
で
は
、
国
民
学
校
高
等
科
の
指

導
要
領
の
中
に
「
満
蒙
開
拓
義
勇
軍
」
の

項
目
が
設
け
ら
れ
、
校
長
や
教
師
が
児
童

生
徒
に
義
勇
軍
へ
の
勧
誘
を
行
う
よ
う
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
『
満
州
開
拓
史
』
に
よ
る
岡
山
県
か
ら

大
陸
に
渡
っ
た
青
少
年
義
勇
軍
は
二
八
八

八
名
と
さ
れ
、
都
道
府
県
別
で
第
九
位
と

か
な
り
の
数
で
す
。
県
内
の
内
訳
は
、
郡

市
別
で
は
川
上
郡
が
最
も
多
く
、
次
い
で

上
房
・
真
庭
・
苫
田
・
久
米
と
県
中
北
部

が
特
に
多
い
よ
う
で
す
。
人
数
は
各
資
料

に
よ
り
若
干
の
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
泉

村
の
行
政
文
書
に
よ
れ
ば
、
鏡
野
町
域
か

ら
は
二
八
名
が
送
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
前
列
に
並
ぶ
四
名
は
、
泉
国
民

学
校
か
ら
青
少
年
義
勇
軍
に
入
隊
し
た
少

年
達
で
、
左
か
ら
竹
本
美
作
男
、
田
中
重

治
、
赤
坂
勉
、
西
村
寛ゆ

た
か

で
す
。
彼
ら
は
昭

和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
二
月
二
三
日
に

茨
城
県
内
原
村
（
現
茨
城
県
水
戸
市
）
に

あ
っ
た
内
原
訓
練
所
に
入
所
し
、
岡
山
県

出
身
者
で
構
成
さ
れ
る
村
上
中
隊
に
所
属

し
て
、
一
定
の
訓
練
を
受
け
た
後
、
五
月

二
三
日
に
新
潟
か
ら
満
州
に
渡
り
、
勃ぼ

つ

利り

訓
練
所
（
現
黒
竜
江
省
）
に
入
所
し
ま
し

た
。
写
真
右
端
に
写
る
福
島
寛
（
旧
姓
西

村
）
さ
ん
が
当
時
の
思
い
出
を
ま
と
め
た

手
記
を
平
成
一
五
年（
二
〇
〇
三
）の「
広

報
お
く
つ
」
に
投
稿
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
村
民
総
出
の
壮
行
会
が

行
わ
れ
、
沿
道
の
人
々
や
先
生
を
は
じ
め

全
校
生
徒
の
見
送
り
を
受
け
出
発
し
た
よ

う
で
す
。
勃
利
訓
練
所
で
は
、
開
墾
作
業

や
教
練
を
行
い
、
終
戦
前
に
は
工
場
な
ど

で
の
労
働
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
二
〇
年
八
月
一
五
日
に
終

戦
を
迎
え
る
と
、
国
家
の
後
ろ
盾
を
な
く

し
大
陸
に
放
置
同
然
と
な
っ
た
少
年
達
の

壮
絶
な
日
々
が
始
ま
り
ま
す
。
赤
坂
・
西

村
が
勤
務
し
て
い
た
満
州
飛
行
機
会
社

は
、
終
戦
後
、
隊
は
解
散
、
そ
れ
ぞ
れ
が

バ
ラ
バ
ラ
に
生
活
し
、
現
地
の
人
の
家
へ

働
き
に
行
く
な
ど
、
わ
ず
か
な
賃
金
の
仕

事
に
従
事
し
な
が
ら
酷
寒
極
貧
の
環
境
で

命
を
つ
な
ぎ
、
翌
年
七
月
に
葫こ

蘆ろ

島
（
遼

寧
省
）
か
ら
引
き
揚
げ
船
で
無
事
帰
国
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
福
島
さ
ん
の
手

記
に
よ
れ
ば
、
西
村
少
年
は
帰
国
ま
で
中

隊
長
と
同
居
さ
せ
て
も
ら
い
、
わ
ず
か
な

賃
金
で
生
活
し
「
生
き
る
こ
と
の
難
し
さ

を
思
い
知
ら
さ
れ
た
一
ヶ
年
で
し
た
」
と

綴
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
文ぶ

ん

官か
ん

屯と
ん

の
工
場
で
終
戦
を
迎
え

た
田
中
・
竹
本
は
、約
二
ヶ
月
雑
役
を
行
っ

た
後
、
炭
鉱
労
働
に
従
事
、
そ
の
間
の
二

月
に
竹
本
少
年
は
寒
さ
の
中
、
栄
養
失
調

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
田
中
少
年
は
昭
和

二
一
年
八
月
に
竹
本
少
年
の
遺
骨
を
持
っ

て
帰
国
し
て
い
ま
す
。

　

竹
本
少
年
に
限
ら
ず
、満
蒙
開
拓
団
は
、

終
戦
後
ソ
連
軍
や
中
国
共
産
党
軍
、
現
地

人
ら
の
略
奪
や
殺さ

つ

戮り
く

、
飢
え
と
寒
さ
の
中

で
の
逃
避
行
で
、
多
く
の
人
々
が
帰
国
で

き
な
い
ま
ま
亡
く
な
り
ま
し
た
。
村
中
総

出
の
見
送
り
を
受
け
、
華
や
か
に
出
発
し

た
青
少
年
義
勇
軍
の
末
路
は
あ
ま
り
に
も

過
酷
で
し
た
。
こ
う
し
た
少
年
達
ま
で
も

が
国
家
の
政
策
に
よ
っ
て
犠
牲
に
な
ら
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
「
戦
争
」
と
い
う
行
為

は
、
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

心
か
ら
痛
感
し
ま
す
。
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